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	 染色体のセントロメア領域に形成されるキネトコア複合体は染色体の分配に重要な役割を果たす。そ

の中で、CENP-Hを中心に形成される CENP-HIKM複合体はキネトコア複合体の形成に重要な役割が
担うことが示されている。一方、CENP-HIKM複合体がどのようにキネトコア複合体の形成に関与して
いるのかという分子基盤については未知な点が多い。従って、クライオ電子顕微鏡を活用した CENP-
HIKM複合体の構造解析を行い、本複合体のより詳細な分子基盤を明らかにすることが目的である。し
かしながら、CENP-HIKM 複合体はおよそ 150kDa と比較的小さいため、通常のクライオ電子顕微鏡
では解析が困難であった。そこで、コントラストの向上が可能な Volta Phase Plateを搭載したクライ
オ電子顕微鏡 Titan Kriosをもつ大阪大学蛋白質研究所にクライオ電顕像の撮影を依頼した。約 1500枚
のクライオ電顕像から約 540,000個の粒子像をピックアップし、二次元平均像と三次元再構成のクラス
分けを行い、106,000個の粒子像を選別した。その結果、8.3Åの分解能での構造解析に成功した。しか
しながら、この分解能では原子モデルを構築することが出来ず、結晶構造がないため原子モデルを当て

はめられないため詳細な情報は得られなかった。今後、結晶解析などと併用しながら、原子モデルの構

築を目指したい。 
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